
み
や
こ
町
豊
津
の
行
橋
市
と
の
境
に
位
置

す
る
八
景
山
公
園
に
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

の
日
本
の
社
会
、
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た

郷
土
の
偉
人
の
碑
が
建
つ
。
堺
利
彦
、
葉
山

嘉
樹
、
鶴
田
知
也
。
こ
の
地
か
ら
は
更
に
多

く
の
近
世
社
会
運
動
家
が
生
ま
れ
育
ち
、
わ

が
国
の
、
人
々
の
発
展
に
尽
力
、
寄
与
し
た
。

今
回
は
堺
利
彦
を
軸
に
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
、

今
を
考
え
る
。

日
本
社
会
主
義
運
動
の
父

マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
と
し
て
知
ら

れ
た
大
内
兵
衛（
元
法
政
大
学
総
長
）

は
堺
を
し
て
「
日
本
社
会
主
義
運
動

の
父
」
と
称
し
た
。
そ
の
堺
は
、
こ

こ
豊
津
で
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）、

元
小
笠
原
藩
下
級
士
族
堺
得
司
の
３

男
と
し
て
出
生
。
中
村
家
の
養
子
と

し
て
豊
津
中
学
校
を
卒
後
、
上
京
し

て
第
一
高
等
中
学
校
に
入
っ
た
も
の
の

長
兄
・
平
太
郎
の
死
去
で
豊
津
・
堺

家
に
戻
り
、
今
度
は
都
合
で
一
家
そ

ろ
っ
て
大
阪
に
移
住
。
小
学
校
英
語

教
員
を
し
、
文
学
青
年
で
も
あ
っ
た
。

こ
こ
で
豊
津
藩
校
育
徳
館
出
身
の
征

矢
野
半
弥
の
紹
介
で
毛
利
藩
歴
史
編
集
者
だ

っ
た
末
松
謙
澄
（
行
橋
市
出
身
）
に
会
い
、

彼
の
「
防
長
回
天
史
」
編
集
に
参
加
。
そ
の

2
年
後
の
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
か
ら
は

新
聞
「
万
朝
報
」
の
記
者
と
し
て
言
文
一
致

等
の
社
会
改
善
の
取
り
組
み
に
熱
を
注
い
だ
。

そ
の
時
期
起
き
た
の
が
日
露
の
紛
争
。
同

社
論
調
は
当
初
、
日
露
非
戦
論
だ
っ
た
の
が

同
36
年(

１
９
０
３
）
主
戦
論
に
転
じ
、
堺

は
こ
れ
に
反
発
し
て
同
僚
の
幸
徳
秋
水
と
と

も
に
退
社
。
同
年
11
月
、
二
人
で
東
京
・
有

楽
町
に
平
民
社
を
置
い
て
週
刊
「
平
民
新
聞
」

を
発
刊
し
戦
争
否
認
論
を
展
開
し
た
。
こ
の

同
紙
創
刊
号
に
二
人
は
平
民
社
同
人
の
宣
言

と
し
て
「
自
由
、
平
等
、
博
愛
は
人
生
世
に

在
る
ゆ
え
ん
の
三
大
要
素
な
り
。
―
中
略
―

吾
人
は
人
類
を
し
て
平
等
の
福
利
を
享
け
し

め
ん
が
た
め
に
社
会
主
義
を
主
張
す
ー
略
―
」

と
訴
え
た
。

翌
37
年
（
１
９
０
４
）
2
月
に
日
露
戦
争

勃
発
。
平
民
新
聞
は
桂
太
郎
内
閣
の
臨
時
軍

事
費
予
算
が
国
会
で
無
条
件
で
承
認
さ
れ
た

こ
と
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
発
売
禁
止
に
な

り
、
発
行
兼
編
集
人
の
堺
は
起
訴
さ
れ
禁
錮

２
か
月
の
入
獄
に
。
日
本
の
社
会
主
義
運
動

史
上
、
最
初
の
国
に
よ
る
弾
圧
だ
っ
た
。

堺
は
以
後
も
、
妻
美
智
子
の
病
没
、
政
府

の
弾
圧
に
よ
る
平
民
社
解
散
、
週
刊
平
民
新

聞
の
廃
刊
等
を
経
験
し
な
が
ら
も
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）
2
月
、
日
本
社
会
党
創
立
に

関
わ
り
、
大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
は
日

本
共
産
党
創
立
で
代
表
に
な
る
な
ど
、
戦
後

の
社
会
、
革
新
運
動
の
基
盤
を
築
く
役
割
を

担
っ
た
。
こ
の
間
、
社
会
主
義
者
と
警
察
官

の
乱
闘
の
赤
旗
事
件
（
明
治
41
年
）、
天
皇

暗
殺
謀
議
が
あ
っ
た
と
し
て
幸
徳
秋
水
ら
12

人
を
死
刑
に
処
す
る
な
ど
多
く
の
社
会
・
無

政
府
主
義
者
を
弾
圧
し
た
大
逆
事
件
（
同
43

年
）
な
ど
争
乱
が
相
次
ぎ
、
堺
は
こ
れ
ら
に

関
与
、
あ
る
い
は
関
わ
っ
て
い
な
く
て
も
5
回

に
渡
っ
て
検
挙
・
入
獄
を
強
い
ら
れ
た
。

農
民
労
働
学
校
を
開
校

昭
和
6
年
（
１
９
３
１
）、
地
元
の
農
民

運
動
、
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
日
農
福
岡

県
連
会
長
田
原
春
次
が
農
民
労
働
学
校
計
画

を
鶴
田
知
也(

後
・
芥
川
賞
作
家)

に
相
談
、

鶴
田
か
ら
話
を
聞
い
た
堺
も
即
座
に
同
意
し

校
長
就
任
を
快
諾
し
て
2
月
、
行
橋
の
精
米

所
２
階
を
会
場
（
後
、
豊
津
に
移
す
）
に
学

校
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
学
校
は
同
８
年
１
月

の
堺
没
後
ま
で
５
期
に
亘
っ
て
開
き
、
農
民

を
は
じ
め
多
く
の
若
者
ら
の
成
長
を
手
助
け

し
た
。
そ
の
講
師
と
し
て
堺
、
田
原
、
鶴
田

の
ほ
か
堺
の
娘
・
真
柄
や
農
村
青
年
の
落
合

久
生
た
ち
。
経
済
的
理
由
で
参
加
出
来
な
か

っ
た
も
の
の
葉
山
嘉
樹
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

作
家
）
も
様
々
な
形
で
支
援
し
た
。

こ
こ
に
登
場
す
る
田
原
、
鶴
田
、
葉
山
ら

の
ほ
か
夏
目
漱
石
門
下
の
ド
イ
ツ
文
学
者
小

宮
豊
隆
も
豊
津
中
出
身
で
あ
る
。
堺
は
、
晩

年
の
帰
郷
記
で
「
か
つ
て
の
帰
郷
の
際
、
門

前
を
素
通
り
し
た
豊
津
中
学
が
そ
の
後
に
如

何
に
多
く
続
々
と
し
て
無
産
運
動
者
、
危
険

人
物
、
社
会
主
義
者
、
共
産
主
義
者
等
を
算

出
し
た
こ
と
よ
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
訳
は

…
…
。

自
ら
も
豊
津
中
出
身
で
約
40
年
間
堺
の
研

究
を
し
て
い
る
小
正
路
淑
泰
さ
ん
（
61
）（
行

橋
市
）
は
そ
の
著
「
堺
利
彦
と
葉
山
嘉
樹　

無
産
政
党
の
社
会
運
動
と
文
化
運
動
」
で
、

「
幕
末
維
新
期
、
長
州
戦
争
で
敗
退
し
た
小

倉
藩
が
豊
津
藩
に
改
称
し
藩
再
建
へ
の
活
路

を
求
め
た
。
こ
う
し
た
明
治
維
新
の
勝
ち
組

に
対
す
る
反
骨
、
怨
嗟
、
嫉
妬
と
い
う
独
自

の
精
神
的
風
土
の
中
か
ら
、
も
う
一つ
の
近
代

日
本
を
模
索
し
た
一
群
の
社
会
運
動
家
、
思

想
家
、
作
家
が
誕
生
し
た
。
そ
の
先
駆
者
が
、

日
本
に
お
け
る
社
会
主
義
の
父
堺
利
彦
」
と

分
析
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の

た
め
中
止
致
し
ま
す
。

第一期堺利彦農民労働学校開校式に参加した（後列左から３人
目）鶴田知也、（４人目の）堺利彦たち

( 福岡県 )みやこ町歴史民俗博物館 (所 ) 蔵

北
九
州
歴
史
文
化
遺
産
　
第
五
十
五
回

堺
利
彦
と
豊
津
　

近
世
社
会
運
動
の
祖

みやこ町八景山公園に立つ堺利彦記念碑

堺利彦  左 /1929［全集掲載像］59 歳 　右 /1917［売文社
時代］47 歳 ( 福岡県 )みやこ町歴史民俗博物館 (所 ) 蔵


